
・ 

工事名称

Ⅰ．工事概要

１．工事場所 志摩市　地内

２．建物概要

建物名称 構造及び階数 国:延面積 建:延面積 消施令の適用 備　　考

別表第一 ( 5 ) 項ロ

国:国有財産法延面積 (m2) 建:建築基準法延面積 (m2)

市営住宅 RC2階建 00,000.00 00,000.00

３．工事種目

電灯設備
工事種目

建物別及び屋外

動力設備

市営住宅 屋外
工　　事　　種　　別

・ 

Ⅱ．工事仕様

１．共通仕様

（１）

（２）

足場その他

項　　　　　目章 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

・ 別契約の関係受注者(下請け工事の場合は元請け)が定置したものは無償で使用できる。

施工図等

うち、下記の原図及び複写図（1 部）を監督職員に提出する。ただし、製作図等で原図と

して提出ができないものは、原図に代わるものとしてよい。

機器製作図

試験成績書

一式　、

一式　、 機器・配管固定の施工図 一式

一式制御システム図

電源周波数５ ・ ５０Ｈz・ ６０Ｈz

●

電話設備
テレビ受信設備
呼出設備

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

４．指定部分 無・ 有・ 対象部分

建築工事 別図による
別図による

(○印の付いたものが対象工事種目)

　なお、施工図等の著作権に係る該当建築物に限る使用権は、発注者に移譲する。

火災報知設備

図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等

機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書

を適用する。

特記仕様書

２．特記仕様

（１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

（２）特記事項のうち選択する事項は、○印の付いたものを適用する。

（３）

項　　　　　目章 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

室内空気中の
化学物質の濃度測定

測定時期 ・ 工事着手前

測定対象室 ・ 図　示

・ 

・ 

施工終了時

・ 測定箇所 ・ 図　示

室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン及びスチレンの

濃度を測定し、監督職員に報告する。

なお、測定はパッシブ型採取機器により行う。

電気工事士 ・最大電力 500 k Ｗ 以上の場合、第一種電気工事士により施工を行う。

機器姿図２

呼び線３

４

●
・最大電力 500 k Ｗ 未満の場合、第一種電気工事士又は認定電気工事従事者により施工

　を行う。

合成樹脂管配線

共

通

事

項

２

・ 機械設備工事

について

再資源化等

①分別解体の方法

工　程 作業内容 分別解体の方法

特定建設資材廃棄物の種類 再資源化等をする施設名称 所　　在　　地

との取合い

一

般

事

項

１

総合動作試験

●

電

３

力
・ 
受
変
電
・ 
発
電

のうち、○印が付いたものを適用する。

「機器標準取付高さ」
取付高さ [mm]測　点名　　　称 名　　　称 測　点 取付高さ [mm]

電
力
共
通

積算計器
引込開閉器

分電盤

スイッチ
スイッチ
スイッチ

(多目的便所)
(自動扉)

(一般)
(和室)
(台上)
(土間)
(外壁・屋外 )
(一般)
(踊場)
(鏡上)

壁掛形制御盤

手元開閉器箱
制御スイッチ

集合保安器箱
室内端子盤

壁付電話機

壁掛形親時計

子時計
壁掛形スピーカ
壁付アッテネータ

拡
声

時
計

構
内
交
換

動

力

ブ
ラ
ケ
ッ
ト

コ
ン
セ
ン
ト

電

灯

1,800 ～2,000
1,800 ～2,200

1,300
1,100
1,800
300
150

 150 ～ 200
500
800

2,100 ～2,300
2,000 ～2,500

150

1,500
1,300
300
200

1,300
1,500

(上端1,900 以下)

天井高× 0.9

1,300
天井高× 0.9

～

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

～
～
～
～
～

～

～
～
～

地上
地上

床上 中心
床上 中心
床上 中心
床上 中心
床上 中心
台上 中心
床上 中心
地上 中心
床上 中心
床上 中心
鏡上端 中心

床上 中心
床上 中心
床上 下端
天井下 上端
床上 中心

床上 中心

床上 中心
床上 中心
床上 中心

1,500
(上端1,900 以下)中心～床上

1,500
(上端1,900 以下)中心～床上

情報表示盤
1,300

ﾍﾞﾙ･ﾌﾞｻﾞｰ･ﾁｬｲﾑ 2,300
壁付押釦（一般） 1,300

外部受付用 ｲﾝﾀｰﾎﾝ子機 標準図による
壁付ｲﾝﾀｰﾎﾝ(上記以外) 1,300
呼出釦(ﾄｲﾚ呼出) 900
呼出釦(ﾄｲﾚ呼出) 300
復帰釦 1,500 ～1,800
機器収容箱 200
ﾃﾚﾋ 端゙子
直列ﾕﾆｯﾄ 300

150

受信機･ 副受信機  800 ～1,500

機器収容箱･ 発信機  800 ～1,500
警報ベル 2,300
表示灯 2,100
ｶﾞｽ検知機(LPG) 300

出
退
表
示

誘
導
支
援

テ
レ
ビ
共
同
受
信

火
災
報
知

～床上 中心
～床上 中心
～床上 中心
～床上 中心

～床上 中心
～床上 中心
～床上 中心
～床上 中心
～天井下 上端
～床上 中心
～床上 中心

～床上 中心
～床上 中心
～床上 中心
～床上 中心
～床上

天井高×0.9

備

考

注）

2.意匠に関する部分 (正面玄関･ 玄関 ﾎｰﾙ･EVﾎｰﾙ･ 上級室
･ 会議室 )の取付位置は、監督職員と協議すること。

3.表記は原則とし、施工前に監督職員の承諾を受ける。

(一般)
(和室)ﾃﾚﾋ 端゙子

直列ﾕﾆｯﾄ

機器の使用に支障が生じる場合は、監督職員と協議する。

壁付発信機
～

中心

中心

1.天井高 3,000mm 以上の場合及び上記取付高さにおいて

２ 照度測定

9

１

６

７

８

１

・ 在不在制御機能の動作及び動作時間設定のための調光人感センサー

タイムスケジュール制御における点滅及び調光制御の動作確認

・ 外光センサーによる点滅及び調光制御のための動作確認

注）上記試験項目は全数確認とする。

図面に特記無き場合は、次表の「機器標準取付高さ」による。

ケーブル配線の保護管は、標準仕様書の金属管配線及び合成樹脂管配線の項による。

姿図の形状及び寸法は、概略を示す。

長さ 1ｍ 以上の入線しない電線管には、1.2ｍｍ以上の呼び線を挿入する。

３

４

保護管

電力・電話の
引き込み

機器取付高さ

接地極

照明制御

９他工事又は他工種

発生材の処理等

特定建設資材の8

7

6

建築工事

梁・床・壁貫通部

埋込分電盤・端子盤・プルボックス

軽量鉄骨下地天井・壁ボード類の切込

床デッキプレート
既製間仕切壁の位置ボックス及びその取付

補強
スリーブ・仮枠
補強
仮枠
補強有りの場合(補強共)
補強無しの場合
切込

電気設備工事

○

○

○

機械設備工事

○

○

照明器具・幹線等の吊ボルト用のインサート
別途機器などへの接続（直接接続するもの）
天井点検口

○
○

○

開

口

部

ＥＶ工事他工事又は他工種との取合い

（

（

（

（

金属類・ 電線、ｹｰﾌﾞﾙ類・ 盤類・ 

・ ｲｵﾝ化式感知器 ・ 

蛍光灯ﾗﾝﾌﾟ・ 白熱灯、HID灯・ ・ 

・ ・ ・ 

）

）

）

）

・ PCB使用機器

・ 蓄電池

環境への配慮

章 項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

●

１

一

般

事

項

（電気設備の部）

②特定建設資材廃棄物の種類と再資源化等をする施設

共同接地

共同接地

Ａ種

Ｂ種

Ｃ種

Ｄ種

高圧避雷器

交換装置用

通信用

通信用

測定用

構造体接地

等電位接地

ＥＢ（Ｄ=14,L=1500 又はＷ =40,L=1200 ）×3 連 - 2 組
接 地 抵 抗 値 接地極の規格・数量

電話引込口
の保安器用

１０Ω以下

Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

１００Ω以下

１００Ω以下

１００Ω以下

Ω以下

ＥＢ（Ｄ=10,L=1000 又はＷ =30,L=900 ） ×１

Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

ＥＢ（Ｄ=14,L=1500 又はＷ =40,L=1200 ）×3 連 - 2 組

ＥＢ（Ｄ=14,L=1500 又はＷ =40,L=1200 ）×3 連 - 2 組

ＥＢ（Ｄ=14,L=1500 又はＷ =40,L=1200 ）×3 連 - 2 組

ＥＢ（Ｄ=14,L=1500 又はＷ =40,L=1200 ）×3 連 - 2 組

ＥＢ（Ｄ=14,L=1500 又はＷ =40,L=1200 ）×3 連 - 2 組

ＥＢ（Ｄ=14,L=1500 又はＷ =40,L=1200 ）×3 連 - 2 組

ＥＢ（Ｄ=14,L=1500 又はＷ =40,L=1200 ）×3 連 - 2 組

１０Ω以下

ＥＢ（Ｄ=10,L=1000 又はＷ =30,L=900 ） ×１

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

１０Ω以下

ＥＢ（Ｄ=10,L=1000 又はＷ =30,L=900 ）×１

「接地極一覧表」「工事区分表」

　また、分別解体・再資源化等の完了時に、再資源化等が完了した年月日、再資源化等を
した施設の名称及び所在地、再資源化等に要した費用を書面にて監督職員に報告する。
（書式は「建設副産物情報交換システム」で作成したものとする）

２

別表－１

機　　　　材　　　　名

●

改

修

一

般

事

項

４

１００Ω以下 ＥＢ（Ｄ=10,L=1000 又はＷ =30,L=900 ） ×１

接 地 の 種 類 記　　号

　一般照明の照度測定を（4箇所）測定する。

　なお、測定場所は、監督職員との協議とする。

第100 号)｣に基づく、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（平成 31年2月閣議決定 )｣

漏電遮断器回路用 １００Ω以下 ＥＢ（Ｄ=10,L=1000 又はＷ =30,L=900 ） ×１

受注者は、南海トラフ地震防災対策推進地域における工事にあっては、南海トラフ地震に関連する

情報（臨時）が気象庁から出された場合には、工事中断の措置をとるものとし、これに伴う必要な
補強・落下防止等の保全処置を講じなければならない。上記事実が発生した場合は、契約書第26条

（臨機の措置）の規定による。

１

①合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティ

クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、

断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が

極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応

じた材料を使用する。

接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を

使用する。

接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等③

②

を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。
④①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデ

ヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使

用したものとする。

３）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」
とは次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の ③又は④に該当する

材料を指す。
①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアル

デヒド発散建築材料以外の材料

建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料②

③建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料
④建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

材料・機材の品質等 １）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質

及び性能を有するものとする。
２）別表－１に機材名が記載された製造業者等は次の ①から⑥すべての事項を満たす証明

となる資料を提出して監督職員の承諾を受ける。

①品質及び性能に関する試験データを整備していること。
②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。
③安定的な供給が可能であること。
④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。
⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。
⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。

１）本工事において、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成 12年法律 

（以下グリーン購入法基本方針）に定める特定調達品目「公共工事」の品目を調達する場合

は、判断の基準等を満たすものとする。

２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると
共に、次の ①から④を満たすものとする。

ただし、次の①から⑥すべての事項を評価されたことを示す外部機関が発行する書面を提

出し、監督職員の承諾を受けた場合は、証明となる資料等の提出を省略することができる ｡

　工事が完成（指定部分に係わる完成を除く）したときは、本工事で作成する施工図等の

図面に特記無き場合は、次表の「工事区分表」による。

引渡しを要するもの以外は、構外搬出適切処理とする。

引渡しを要するもの・ 

・ 特定管理産業廃棄物

・ 再生資源化を図るもの

・ 石綿含有品

　本工事は、特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工事又はその施工に特定建設資材

を使用する新築工事等であって、その規模が「建設工事に係る資材の再資源化等に関する
法律施行令」(平成12年11月29日政令第495号）又は都道府県が条例で定める建設工事の

規模に関する基準以上の工事であるため、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する
法律」(平成12年5月31日法律第104号)に基づき分別解体等及び特定建設資材の再資源化等

の実施について適正な措置を講ずることとする。

　工事契約後に明らかになったやむを得ない事情により、予定した条件により難い場合は、

監督職員と協議するものとする。

・ 新築 建築設備工事
・ 増築 ・ 有 手作業・ 

手作業、機械作業併用・ 無・ 修繕・ 

・ 模様替

・ コンクリート

・ コンクリート及び鉄から
成る建設資材

・ 木材

ｱｽﾌｧﾙﾄ、ｺﾝｸﾘｰﾄ・ 

届出に係る事項の説明時に上記と異なる施設（同種の再資源化等を行う施設に限る。）を

受注者が提示した場合は、当該施設に搬出することができる。ただし、当該施設への変更

については設計変更の対象としない。

分電盤、制御盤、端子盤等の２次側以降の配管配線経路、配線太さ、配線本数、管径等電線本数・管路等

は、監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない。

合成樹脂製可とう電線管 (ＰＦ管 ) 及び付属品は、タイプ - 25 のものを使用する。５

なお、電力用位置ボックス類は原則として合成樹脂製とする。

電力及び電話引き込み線の引留方法、位置については電力会社及び電気通信事業者と打

ち合わせのうえ監督職員と協議により施工する。また、外線工事負担金等の調査報告を

監督職員に速やかに行う。

図面に特記無き接地極は、次表の「接地極一覧表」による。

照明制御の総合動作試験は次に示す事項について行い、監督職員に試験成績書を提出し、

承諾をうける。

・ 目標照度設定のための各調光センサー（夜間及び日中）

・ 

は　つ　り

図示 ）

図示 ）

既存資料調査 ）

本工事 別途

工事範囲

目視

）

既存配線 ﾙｰﾄ

施工調査

仮設備工事

養生

非破壊検査

既設との取合い

事前調査　（

調査項目　（

調査範囲　（

調査方法　（

本工事施工に伴う既設設備の軽微な加工改造は、本工事とする。

なお、範囲及び検査方法は監督職員と協議するものとし、費用は別途とする。

非破壊検査による埋設物の調査（　

養生範囲　（

既存部分の養生は、改修標準仕様書第１編第１章による。

仮設備期間

仮電源 受変電設備 発電設備

図示による　　　ヶ月

・ ・ ） 養生方法　（ ・ ・ 

・ 要 ・ 不要 ）

６

５

４

３

２

１

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

ＥＡ・Ｄ

ＥＬＨ

Ｅｔ

ＥＡｔ

ＥＤｔ

ＥＤｔ

Ｅ０

ＥＡ・Ｃ・Ｄ

ＥＡ

ＥＢ

ＥＣ

ＥＤ

ＥＥＬＣＢ

・ 

・ 

・ 

公共建築工事標準仕様書　　（電気設備工事編）（令和 4 年版）（以下「標準仕様書」という。）

公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和 4 年版）（以下「改修標準仕様書」という。）

公共建築設備工事標準図　　（電気設備工事編）（令和 4 年版）（以下「標準図」という。）

３ 分電盤等 本工事の分電盤・ＯＡ盤・実験盤で、分岐に用いる配線用遮断器の寸法と定格は、 JIS C

8201-2-1 ：附属書 JC( 参考 )「電灯分電盤用協約形回路遮断器」によるものとし、特記なき

場合、JIS 協約形の 1Pサイズ(100V2P1E 、200V2P2E ）とする。

また、漏電遮断器の寸法と定格は、 JIS C 8201-2-2 ：附属書 JC(参考)「電灯分電盤用協約

形回路遮断器」によるものとし、特記なき場合、 JIS 協約形の1Pサイズ(100V2P2E)とする。

４ 設備機器容量等 本工事及び別契約の関連工事において設備機器容量等が相違する場合は、関連する設備

）モンドカッターによる。

既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴開けは、図面に特記なき場合はダイヤ

はつり工事は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告を行うこと。

の施工及び機器製作前に監督職員と協議し、指示を受けること。

R6.10.18日　付図面名称

市営住宅枝山住宅長寿命化型改善工事 浦　谷　建　築　計　画　事　務　所
縮尺電気設備特記仕様書

E- 01

照明制御装置
蛍光灯器具

分電盤

●

共

通

事

項

２
図示記号

記　　号

LEDダウンライト

タンブラスイッチ 1P15A

壁付コンセント

プルボックス(防水)nnn

ジョイントボックス

LEDベースライト　直付灯

テレビ端子

電話端子

シーリングライト

LEDブラケットライト

壁付コンセント(接地極付き)E

タンブラスイッチ 1P15A(3路)3

タンブラスイッチ(確認表示灯付)

*スイッチについては大角型ネームカード付きスイッチとする。

浦 谷 健 一 郎

第  318208  号

一 級 建 築 士

TEL (0599)45-4326〒517-0503 三重県志摩市阿児町立神 1790

令和 年度
図面№

令和7年度　市営住宅枝山住宅長寿命化型改善工事電気設備工事
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シーリングライトCL37 ブラケットライト

電気設備撤去器具表

ベースライト　直付形V08

4灯数量 1灯数量 1灯数量

照明器具

品目

IL40W(防滴型) 1

IL60W

ダウンライト(人感センサー付)

1灯数量

1

1IL60W

IL40W 2

FL15W 1

IL60W(防滴型) 1 1

*戸毎の数量を示す。

住宅用火災警報器 31

住宅分電盤(30A) 1

コンセント15A×1

コンセント15A×2

3

3

コンセント15A×1(WP) 2

1

1

1

タンブラースイッチ15A×1

タンブラースイッチ15A×2

3

2

1

電話用アウトレット 1

呼鈴 1

1

2

1

1

1

4

1

4

5

2

4

2

1

1

DL8 BK6

来客報知用チャイム 押ボタンD

RN NT

NT

NO 電圧 機器名 負荷名称

100V

100V

MCB2P20/30AF

100V

100V

1階和室

負荷名称 NO電圧機器名

RNT

210/105V

1φ3W

4

7 8 100V 2階居室B空調

S S

ELB3P50AF/30AT

5 6
NT

S S

NT

NT

NT

RN

RN

RN

RN

L-1

既設配線

2階居室B2階居室A

1階　エアコン

住宅分電盤(盤定格60A)

3100V1階ホール　洗面　浴室　便所　ポーチ
RN

1 100V100V 2 MCB2P20/30AF キッチン

MCB2P20/30AF MCB2P20/30AF

MCB2P20/30AF MCB2P20/30AF

2階居室A空調 MCB2P20/30AFMCB2P20/30AF

予備スペース

予備スペース

予備スペース

予備スペース

21熱検知部本体

警報停止ボタン
（作動灯（赤））

φ
100

住宅用火災警報器

参考品番　SHK70301P

4個数量1個1個数量

*戸毎の数量を示す。

*器具・配管・配線・付属品等、全撤去とする。

参考品番　EB723W

定格 AC100V　５．５W　５０/６０Hz

動作電圧 AC90～１１０V

動作電流 80ｍA以下　定格電圧にて測定

音量 70ｄB以上（定格電圧印加　前方１ｍにて）

使用周囲温度 0℃～＋４0℃

300ｇ質量

1
6
4

99

EB723W

19.5

31

1
2
1

75

EG331

-10℃～＋50℃使用周囲温度

125ｇ質量

片切（常開型）接点構成

参考品番　EG331P

定格容量 1A 300V AC 3A 30V

1灯数量

傾斜天井用スペーサー（別売）使用時傾斜天井４５度まで対応可
アダプター方式・ターン方式
光源寿命：４０，０００時間
連続調光・明るさ（約１０％～１００％）、常夜灯６段階調光
リモコン（同梱）：ＦＲＣ－８００Ｔ－ＬＤ
質量：１．８ｋｇ
定格電圧：ＡＣ１００Ｖ
器具サイズ：Φ５００×高さ１０５
相関色温度：５０００Ｋ　平均演色評価数（Ｒａ）：８５
畳数：～６畳
セード：アクリル（乳白）

器具光束：３，６９９ｌｍ
消費電力：２９．６Ｗ（ＡＣ１００Ｖ時）
参考品番　ＬＥＤＨ８０００Ａ０１Ｗ－ＬＤ

質量：1.1kg
非調光
相関色温度：5000K　平均演色評価数(Ra)：83
寿命：40,000時間(光束維持率85%)
器具光束：800lm　固有エネルギー消費効率：135.5lm/W
消費電力：5.9W(AC200V時)

定格電圧：AC100V～242V
ＬＥＤバー：ポリカーボネート　乳白
本体：鋼板　白
寸法：幅120×632×高さ53
ＬＥＤ（昼白色）
参考品番　LEKT212084N-LS9

固有エネルギー消費効率：１２４．９ｌｍ／Ｗ

参考品番　LEDD85031Y

LEDユニットフラット形　6.2W以下　ランプ別売

器具寸法：径φ155×高68

埋込穴寸法：径φ125×高75

枠：プラスチック（バージンホワイト）

反射板：プラスチック（バージンホワイト）

天井材の厚さ5～25mm以内

推奨ランプ：LDF4L-HGX/C7/5/2

消灯時待機時電力約0.5W

参考品番　LEDB85005

LEDユニットフラット形用（ランプ別売）

適合ランプ：LEDユニットフラット形（GX53口金）7.6W以下

寸法：幅□125×出72

本体：アルミダイカスト ホワイト

セード：アクリル ホワイト
推奨ランプ：LDF4L-HGX/C7/5/2

ＬＥＤブラケット流し元灯

コンセント付き（容量１０００Ｗ）

レバースイッチ付（全光→消）

質量：０．５ｋｇ

寿命：４０，０００時間

定格電圧：ＡＣ１００Ｖ

セード（ＬＥＤモジュール）：プラスチック（乳白）

本体：鋼板（ホワイト）　

器具サイズ：幅７７×４５０×高さ５５

相関色温度：５０００Ｋ　平均演色評価数（Ｒａ）：９５

直管形蛍光灯ＦＬ２０形

器具光束：１，０５０ｌｍ

消費電力：８．７Ｗ（ＡＣ１００Ｖ時）

参考品番　ＬＥＤＢ８７００５Ｎ－ＬＳ

固有エネルギー消費効率：１２０．６ｌｍ／Ｗ

ブラケット流し元灯BK2

R6.10.18日　付図面名称

市営住宅枝山住宅長寿命化型改善工事 浦　谷　建　築　計　画　事　務　所
縮尺電気設備器具表

E- 02分電盤結線図

数量

軒下用　SB高気密形　防湿・防雨形
質量：0.4kg
寿命：40,000時間
相関色温度：5000K　平均演色評価数(Ra)：83
器具光束：600lm　固有エネルギー消費効率：117.6lm/W(AC100V時)
消費電力：5.1W(AC100V時)
入力電流：.088A(AC100V時)
定格電圧：AC100V
前面カバー：ポリカーボネート
本体：アルミダイカスト　バージンホワイト
器具寸法：幅Φ150×埋込高73
埋込穴寸法：Φ125
ＬＥＤ一体形（昼白色）
参考品番　LEDD87041N(W)-LS

ブラケットライト

1灯数量

BK6WP

参考品番　LEDB85901

LEDユニットフラット形用（ランプ別売）

適合ランプ：LEDユニットフラット形（GX53口金）7.6W以下

寸法：径φ126×出幅76

本体：鋼板　ホワイト

セード：アクリル　乳白（ネジ込み式）
推奨ランプ：LDF4L-HGX/C7/5/2（電球色）

ダウンライトDL6

1灯数量

浦 谷 健 一 郎

第  318208  号

一 級 建 築 士

TEL (0599)45-4326〒517-0503 三重県志摩市阿児町立神 1790

令和 年度
図面№
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Ｎ

2E
2E

2E

2

2

2E

2E

2

2

2

2 2

2

2WP

D

AC 2AC

AC

EM-EEF2.0-3C

EM-EEF1.6-3C

EM-EEF1.6-2C

EM-EEF2.0-2C

二重天井内はｹｰﾌﾞﾙころがしとし、立上げ、立下げ箇所は保護管にて保護すること。(PF16)

スイッチ、コンセント類の取付位置は、火気・水場からの離隔を考慮し、監督職員と協議のこと。

CL37 CL37

CL37

CL37 V08

DL8

BK6

BK6WP
L-1

3

3

3

5 6
7 8

5 6
7 8

221
8
6

V
2

V
2

8
6

ガス漏れ検知器
マイコンメーター連動型
AC100V有電圧接点 D

電灯・コンセント設備図 弱電設備図

4
1

★壁・床配管貫通孔を示す。貫通箇所は保護管にて保護すること。既設貫通孔の利用については監督職員と協議のこと。

露出(MMA)

WP
111

2

3

V
4

V
1

V
5

V
3

GM

:TEL用空管(PF16)S

T-1

注記）

1・特記なき配管配線は下記による。

:S-5C-FB (PF16)5C

4分配器

HP1.2mm2C

S

5C

5C

5C

5C
S

:EM-EEF1.6-2C

入線カバー更新
WP9171

R6.10.18日　付図面名称

市営住宅枝山住宅長寿命化型改善工事 浦　谷　建　築　計　画　事　務　所
縮尺電気設備改修平面図

E- 03
1/50

BK2

3

床下配線については保護管にて保護すること。(VE16)

2

DL6

2階

1階

物入

ホール

玄関

浴室

便所

ポーチ

台所

洗面

1,8005,060900

1,1909902,880

１階居室

２階居室B２階居室A

バルコニー

2,880
1,980

2,880
1,980

BGHI EF

2階

1階

物入

ホール

玄関

浴室

便所

ポーチ台所

洗面

1,8005,060900

1,1909902,880

１階居室

２階居室B

２階居室A

バルコニー

BGHI EF

★
★

★

★2E

★

浦 谷 健 一 郎

第  318208  号

一 級 建 築 士

TEL (0599)45-4326〒517-0503 三重県志摩市阿児町立神 1790

令和 年度
図面№
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床上掃除口

記　　号

図示記号

通気管

給水管

排水管

弁類10Ｋ

給水栓

ダクト

R リモコン

雨水枡

汚水桝

ガス管G

給湯管

混合水栓

nnn プルボックス　W：ｎ　H：ｎ　D:n　SUS防水型

立水栓

R6.10.18日　付図面名称

市営住宅枝山住宅長寿命化型改善工事 浦　谷　建　築　計　画　事　務　所
縮尺機械設備特記仕様書

M- 01

別表－１

●
衛
生
器
具
設
備

衛生器具ユニット
マンホ－ルふた・弁桝ふた

洗浄水量は４Ｌ/回以下とし、使用状況により洗浄水量が制御できるものとする。

・ カウンター取付け形
・ 耐寒水栓（吊コマ）　　・ 湯沸室流し用の水栓は泡沫式とする。

 1.小　便　器

 2.水　　栓

　機　材　等　名

●
給
水
設
備

 1.配管材料  (1)一般配管　　・ ステンレス鋼管（SUS304）

　　上記の選択で、ポリ粉体鋼管又は塩ビライニング鋼管を使用する場合、厨房、浴室等
　　のシンダー内配管はPD又はVDとする。
 (2) 地中埋設配管・ ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６） (・ 建物内　　・ 屋外部分）

 (3) 水道直結配管　引込みは水道事業者の指定による。量水器以降は、(1)及び(2)による。

 2.引き込み納付金 ・ 要（　・　本工事　　・　別途工事）　　・　不要

 3.量　水　器

　　　　　　　・ 塩ビライニング鋼管(・VA又はVB　・         )
　　　　　　　・ 被覆付架橋ポリエチレン管

　　　　　　　・ 硬質塩化ビニル管(・HIVP　・         )
　　　　　　　・ 塩ビライニング鋼管（ＶＤ）

　　　　　　　・ 

 4.量水器桝 ・ 水道事業者指定品（　・貸与品　　　・買取り）　　　　　　・ 標準図ＭＣ形

 5.水　栓　柱

 7.凍結深度 屋外配管の凍結深度は150mm

 1.配管材料

・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管(RF-VP)

・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管(RF-VP)

　　　　　　　　　　　　　　・排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管(REP-VU)
　　　　　　　　　　　　　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管(RS-VU)
　　　　　　　　　　　　　　・コンクリート管( ・ 外圧菅1種のB形　　・　　　　　)

●
排
水
設
備

 2.洗面器等の排水管  (1)洗面器及び手洗器に直結する排水管は器具トラップより１サイズアップとする。

・ 合成樹脂製　　・ ステンレス製　　　・ 人造石とぎ出し製　　・ アルミニウム合金製

 (1)屋内　汚水管　　　　　　　 ・排水用塩ビライニング鋼管

・配管用炭素鋼鋼管（白）

 6.管の地中埋設深さ ・埋設深さは原則として、車両通行部分では管の上端より(・ 600mm　・ 　 mm)以上
　その他の部分では管の上端より(・ 300mm　・ 　 mm)以上

 2.保 　温 標準仕様書第２編３．１．５による。

 1.配管材料●
ガ
ス
設
備

 2.ガス充てん容器 ・　借用　　　・　本工事

 3.ガ ス メ ー タ

 4.ガス漏れ警報器

 1.配管材料
・ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４） ・銅管
・耐熱性ライニング鋼管 ・耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管(HIVP)
・保温付き被覆銅管 ・被覆付架橋ポリエチレン管架橋ポリエチレン管

給湯管（膨張管及び補給水タンクよりボイラー等への補給水管を含む）●
給
湯
設
備

・ 別途工事

・　本工事（図示による）　外部出力端子　・　有　　・　無

 5.気密試験
液化石油ガス　　保持時間は、２４分以上とし記録計による測定表を提出する。

 1.形　　式 ・　ユニット形　　　・　現場施工形槽
設
備

●
浄
化  2.測　定　表 一定期間経過後、放流水質性能等を記入した測定表を提出する。

親メーター（　・貸与品　・　　　　)親メーターの形式（ ・ 直読　・ パルス式）

・ 都市ガス　　　　一般ガス導管事業者の供給規定による。

都市ガス　　　　一般ガス導管事業者の供給規定による。

 (2)屋外　桝間　　　　　　　　 ・硬質ポリ塩化ビニル管（　・VP   ・VU)

・コーティング鋼管

・ 液化石油ガス　　一般配管　　　　・ 配管用炭素鋼鋼管（白）
　　　　　　　　　地中埋設配管　　・ ポリエチレン被覆鋼管　・ ガス用ポリエチレン管

親メーター（・ 現地表示式（直読式）　・ 遠隔表示式（　・電文式　・パルス式　）
　　　　　（・ 貸与品　・ 　　）　

・硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

・硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

建築

工事名称

　　　　　　　項　　　　　　　　　目 機械設備 電気設備

工事概要

１．工事場所

２．建物概要

消防法施行令の適用 耐震区分 　備　考建 物 名 称 構造及び階数 国：延面積 建：延面積

３．工事種目（・印の付いたものが対象）

工 事 種 別建物別及び
屋外 　屋　外工事種目

・換気設備

・衛生器具設備

・給水設備

・排水設備

・給湯設備

・ガス設備

・浄化槽設備

　章　　　項　　　　目　　　　　　　特　　　　　　　　記　　　　　　　　事　　　　　　　　項 　章　　　項　　　　目　　　　　　　特　　　　　　　　記　　　　　　　　事　　　　　　　　項

市営住宅

工 事 仕 様
１．共通仕様

別表第１（5）項ロRC2階建

市営住宅

　　　るものとし、・印のついたものを適用する。

２．特記仕様

・　ガスの種類 ・ 都市ガス（種別　　，発熱量　　　　MJ/m３(N),供給事業者名　　　　　　　　　）

・　排水方式

・　給水方式

・ ポンプ直送方式　　・ 増圧給水直結方式

方式及び種別　　　　　　　　　　　　　設　　　備　　　概　　　要
５．設備概要（・印を付けたものは、本工事あるいは既設設備の概要を示すもので、仕様を規定するものではない。）

　　　対象部分：

●
 
一
 
般
 共
 
通
 事
 項

本工事施工に伴う既設設備の軽微な加工改造は、本工事とする。 1.既設との取合い

 2.施工調査 事前調査　　・ 本工事　　・ 別途

既存部分の養生は、改修標準仕様書第１編３章による。

放射線透過検査等による埋設物の調査は(・要　・不要)とする。
範囲は監督職員の指示による。なお、検査費は別途とする。

（１）各種配管の試験は、新設配管に適用する。
（２）新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

本工事で作成する施工図等のうち、次の原図及びその複写図(1部)を監督職員に提出する。
ただし、製作図等で原図として提出ができないものは、原図に代わるものとしてよい。

　　　試験成績書　　　　一式、　機器・配管固定の施工図　　　　一式
　　　機器製作図　　　　一式、　制御システム図　　　　　　　　一式

●
改
修
関
係
事
項

 1.発生材の処理等

ポンプ排水　　・ 有（ ・ 汚物　　　・ 雑排水　　・ 湧水　）　　・無

なお、施工図等の著作権に係る当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲する。

換気扇の取付枠

床、天井点検口

機器と付属操作スイッチとの渡り配管配線（接地共）

改 コンクリート壁、床など　　　　　　　はつり

修 　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒補修

工 　　　　　　　　　　　　　　　　　　仕上げ補修

事

湯沸室等流し台　　　 　　　排水トラップ共

湯沸室等の排気フード　　　 ステンレス製天蓋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　復旧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　撤去（下地開口補強を含む）

天井、壁などのボード類　　　　　　　撤去（ボード類のみ）

　　・ 風量調整　　　・ 水量調整　　・ 室内外空気の温湿度の測定
　　・ 室内気流及びじんあいの測定　・ 騒音の測定　　
　　・ 飲料水の水質の測定　　　　　・ 初期運転状態の記録

調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）

製造者規格による標準品としてよい。
換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく特記のないものの電動機の保護規格は、

・ ６０Hz    ・ ５０Hz

(1)機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。
(2) 電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として表示された数値以下とする。

・　本工事とし下記項目の計画書及び測定報告書を提出する。　　　・　別途とする。

 5.試　験

 3.養　生
志摩市地内

建物内汚水、雑排水　（・ 合流式　　・ 分流式　）

標準仕様書第2編3章1節による。床下配管(給水、給湯、排水)を対象とする。

・ 水道直結方式　　　・ 高置タンク方式 　・ 圧力タンク方式

 4.非破壊検査

既存のコンクリート床、壁等の配管貫通部の穴開けは、図面に特記のない場合はダイヤモン
ドカッターによる。穴開けを行う際は、電磁誘導等の機器で鉄筋探査を行う。

撤去する配管、ダクト等の支持金物、吊りボルト等は本工事にて撤去する。
 7.撤去工事

 6.あと施工アンカー

・ 液化石油ガス（　・　ボンベ　　・　バルクタンク　　・　　　　　　　）

・ 石綿含有品（・ 配管用成形保温材・ フランジ用ガスケット（・ 配管 ・ ダクト））

・ 再生資源化を図るもの　　( ・ 塩ビライニング鋼管　　　　　　・臭化リチウム　）

・ 特別管理産業廃棄物（・　　　　　　　・　　　　　　　）
　　・ 構外搬出適切処理　　・　別途工事

　　・ 構外搬出適切処理　　・　別途工事

　　・ 構外搬出適切処理　　・　別途工事

上記以外のものの処理は構外搬出適切処理とする。

金属類は引渡しを要するものとする。

　再資源化等
 2.特定建設資材の

下記の試験を行う場合には、範囲は監督職員と協議による。
・アンカー引抜試験（　・　性能確認試験　　・　施工後確認試験　　）

撤去する配管（断熱材被覆銅管を含む）、ダクト等の保温は分離する。

（機械設備の部）

・ 保温無し屋内露出の配管及びダクトは塗装を行う。（ただし、機械室内及び屋上は除く）

機械設備工事機材承諾図様式集（平成２８年版）によるほか、監督職員の指示による。

　本工事は、特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工事又はその施工に特定建設資材を
使用する新築工事等であって、その規模が「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律 
施工令」（平成１２年１１月２９日政令第４９５号）又は都道府県が条例で定める建設工事
の規模に関する基準以上の工事であるため、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法
律」（平成１２年５月３１日法律第１０４号）に基づき分別解体等及び特定建設資材の再資
源化等の実施について適正な措置を講ずることとする。
　工事契約後に明らかになったやむをえない事情により、予定した条件により難い場合は、
監督職員と協議するものとする。
　また、分別解体・再資源化等の完了時に、再資源化等が完了した年月日、再資源化等をし

・ 新築　　　建築設備工事
・ 増築　　　・ 有　　　　　　・ 手作業
・ 修繕　　　・ 無　　　　　　・ 手作業･ 機械作業併用

（１）分別解体の方法

・ 模様替

　　　　工　程　　　作業内容　　　　　　　分別解体の方法

（２）特定建設資材廃棄物の種類と再資源化等をする施設
　　　特定建設資材廃棄物の種類　　　　再資源化等をする施設名称　　　　　　所　在　地

・ コンクリート及び鉄から成

・ アスファルト･ コンクリート

・ コンクリート

　　　　る建設資材

・ 木材

　届出に係る事項の説明時に上記と異なる施設（同種の再資源化等を行う施設に限る。）
を受注者が提示した場合は、当該施設に搬出することができる。ただし、当該施設への変更
については設計変更の対象としない。

　方法

 3.建設発生土の処理 ・ 構内敷きならし

DID 区間（　・　有　　　　・　無　　）
　　　構外搬出（片道運搬距離　約　　　km ）

・ 本工事は、建設発生土情報交換システム（以下「システム」という。）の登録対象工事で
　あり、受注者は、工事の実施に当たっては土量、土質、土工期等に変更が有った場合、速
　やかに当該システムのデーター更新を行うものとする。尚、これにより難い場合には、監
　督職員と協議しなければならない。

 4.環境への配慮

　　　クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断

　　　めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じ
　　　た材料を使用する。

　　　使用したものとする。

　　　使用する。

　　　を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　　　デヒド発散建築材料以外の材料

材料を指す。

・ 別契約の関係受注者 (下請け工事の場合は元請け）が定置したものは無償で使用できる。

・ 根切り土の中の良質土（コンクリ－ト管以外の管の周囲は山砂の類） ・ 山砂の類

（１）本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有す
　　　べき品質及び性能を有するものとする。

 6.足場その他

 7.埋戻し土及び盛土

た施設の名称及び所在地、再資源化等に要した費用を書面にて監督職員に報告する。
（書式は「建設副産物情報交換システム」で作成したものとする）

　　　が気象庁から出された場合には、工事中断の措置をとるものとし、これに伴う必要な補強・落下防止等の保全
　　　処置を講じなければならない。
　　　上記事実が発生した場合は、契約書第 26 条（臨機の措置）の規定による。

 5.機材の品質等

　　　事項を評価された事を示す外部機関が発行する書面を提出し監督職員の承諾を受け
　　　た場合は、証明となる資料等の提出を省略することができる。

建物外放流先　汚　水（・ 直放流下水管　　　　　・ 　　　　　　　　）
　　　　　　　雑排水（・ 直放流下水管　　　　　・ 　　　　　　　　）

水道直結部に使用する弁の耐圧は、ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋとする。

 8.施　工　図　等

9.機材の承諾図

10.総 合 調 整

11.電　動　機

12.電源周波数

13.容量等の表示

14.弁　類

15. 保　温

16. 塗　装

17. は　つ　り

　　　デヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を

　　　熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極

改修標準仕様書第2編5.1.3「あと施工アンカー」による。

工事区分表（図面に特記なき場合は工事区分表による）

　（１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の標準仕様書等によ

　（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、それぞれの特記仕様書を適用する。

　（１）章は●印の付いたものを適用し、項目及び特記事項は○印の付いたものを適用する。
　（２）特記事項のうち選択する事項は、・印の付いたものを適用する。

（３）受注者は、南海トラフ地震防災対策推進地域における工事にあっては、南海トラフ地震に関連する情報（臨時）

（２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると

（３）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」

（１）本工事において、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律(平成１２年法
律第１００号）に基づく、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（平成３１年２月閣
議決定）」に定める特定調達品目の分野「公共工事」の品目を調達する場合は、判断の基準等
を満たすものとする。

 1.ダ　ク　ト ・ 低圧ダクト　・ コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分）

　　　　　　　　・ アングルフランジ工法

●
換
気
設
備

・ ステンレスダクト及び塩化ビニルダクト（範囲及び仕様は図示による）

　　　　　　　　・ スパイラルダクト

共に、次の１から４を満たすものとする。
　１　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティ

　２　接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を

　３　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等

　４　１の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアル

とは次の１又は２に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の３又は４に該当する

　１　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアル

　２　建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料
　３　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料
　４　建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

屋外設置のマンホール類には用途名を入れる。18. そ　の　他

４．指定部分　　・　無　　　・　有　　

　調査項目　：施工状況確認

（２）別表－１に機材等名が記載された製造業者等は次の１から６すべての事項を満たす
　　　証明となる資料を提出し監督職員の承諾を受ける。ただし、次の１から６すべての

　　　１　品質及び性能に関する試験データを整備していること。
　　　２　生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。
　　　３　安定的な供給が可能であること。
　　　４　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。
　　　５　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。
　　　６　販売、保守等の営業体制を整えていること。

　調査範囲　：図示　　　　　　調査方法：既存資料調査及び現場確認

　　　・　公共建築工事標準仕様書 (機械設備工事編 )(令和 4 年版 )(以下「標準仕様書」という。)
　　　・　公共建築改修工事標準仕様書 (機械設備工事編 )(令和 4 年版 )(以下「改修標準仕様書」という。)
　　　・　公共建築設備工事標準図 (機械設備工事編 )(令和 4 年版 )(以下「標準図」という。)

令和6年度　市営住宅枝山住宅長寿命化型改善工事機械設備工事

国:国有財産法延面積 (m2) 建:建築基準法延面積 (m2)

合併処理浄化槽
合併処理浄化槽

硬質塩化ビニル管(・HIVP　・         )

雑排水管・通気管

（及び屋外第一桝まで）

給水管(既設)

換気扇

吸込口

浦 谷 健 一 郎

第  318208  号

一 級 建 築 士

TEL (0599)45-4326〒517-0503 三重県志摩市阿児町立神 1790

令和 年度
図面№
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GL

側溝

5人槽

便所

（本体寸法）

50

14
00

10
0

50
10

0

60 900 60

W.L.

FL

浄化槽上部スラブGL+200

FL

ホー

ル

2号室
LIXIL

洋風便器 BC-Z30S

名　　称　　　　

衛生器具表

備　　考
脱
衣

便
所

紙巻器 CF-AA23D 一連紙巻器

1

その他付属品は一式とする。

タオル描け

洗面化粧台

3号室

手すり

1

1

DT-Z380（タンク・手洗付）

NKF-520 　L型600×600

KF-AA71D

FTV1N-754 LF-3SF(止水栓)　MFTXE-751YJU(ミラーキャビネット)

洗濯機パン PF-6464AC TP-52(排水トラップ)　LF-WJ50KQA(洗濯機用水栓)

3号室

合
計

1

1

1

ホー

ル

脱
衣

便
所

1

1

1

1

1

1

ホー

ル

脱
衣

便
所

1

1

1

1

1

1

3

3

3

3

3

3

排気
給湯器本体

FJ20SUS(L=300)ｘ３

GC20

給気

フィッシャープラグＳＸ

ＰＳ固定

ＡＬＣ壁固定

ＲＣ壁固定

給湯器の固定方法と部材仕様

固定場所

木壁固定

木ねじ(JIS)

φ4.8×38

木ねじ(JIS)

φ4.8×38

6×30

（付属部品）

部材仕様

ＰＳ扉内

ＰＳ標準

固定本数

据置(上部固定あり)

据置(上部固定あり)

壁掛け

壁掛け

設置種別

　プラグ組合せ時）

（左記の木ねじと　

0.3kN/本以上

（木下地15mm）

0.3kN/本以上

4

2

2

4

引張り耐力 備考

ガス給湯器詳細図 NOSCALE

GV20

給　湯　機　器　表

記　号 名　称 形　式　、　仕　様

ガス給湯器GWH-1
：

他一式

型　式 
能　力
ガス消費量

：

：

屋外壁掛型
20号
43.6　Kw

ガス種 ：LPG
付属品 ：標準リモコン

リモコンコード
配管カバー

電源種別

備　考台数

1φ　100V

3 設置場所：各戸屋外

：

*消費電力、騒音値は参考とする。フード等についてはステンレス製とし指定色焼付塗装とする。

記号 機器名称

Φ (V)

台数 据付位置相 電圧

(W)
接続管径

V-3

1 100

1 100 1.8 75

2.5 100

騒音値

25.5

21.5

2号室便所　3号室便所　4号室便所

(参考値)

(φ) (dB)

消費電力

3

6風量　60ｍ3/ｈ 50Pa型式　標準型

風量　50ｍ3/ｈ 60Pa型式　標準型

形式・仕様

2号室2階居室AB　3号室2階居室AB　4号室2階居室AB

天井扇

換気設備機器表

丸型フード（ガラリ・防虫網付）　他付属品　一式
天井扇

参考品番

VD-10ZVEC7-FP

VD-07ZVC7

V-2

丸型フード（ガラリ・防虫網付）　他付属品　一式

V-4 風量　672ｍ3/ｈ型式　標準型換気扇
フィルター　ウェザーカバー（防虫網付）　取付枠　他付属品　一式

1 100 25.5 - 34.5 2号室キッチン　3号室キッチン　4号室キッチン3 EX-25EF9

V-5 型式　標準型天井扇(親子扇)
丸型フード（ガラリ・防虫網付）　他付属品　一式

1 100 - - - 2号室浴室　3号室浴室　4号室浴室3風量　-ｍ3/ｈ -Pa

1 100 4.7 100 31.5 3風量　55ｍ3/ｈ 5Pa型式　角型格子 2号室1階居室　3号室1階居室　4号室1階居室
丸型フード（ガラリ・防虫網付）　他付属品　一式

パイプファンV-1 V-08PPFL8

OA-1 自然吸気口 風量　CMH - - - 100 - 2号室居室各所　3号室居室各所　4号室居室各所9
丸型フード（ガラリ・防虫網付）　フィルター　他付属品　一式

P-13WQU

ユニットバス付属品

天井換気口改修部材 丸型フード（ガラリ・防虫網付） - - - 100 - 2号室ベランダ　3号室ベランダ　4号室ベランダ24 P-18FSQ5

フローシート

放　流

処理水移送装置

処理水槽

接触ろ床槽

第１室

流　入

硝化液循環兼

処理計画人員　
処理計画汚水量

5人

放流水質

流入水質

処理方式　　　
有　効　容　量　（ｍ3）

接触ろ床槽

横向流夾雑物除去接触ろ床循環方式

横向流夾雑物除去槽 １．０７４
０．３６４
０．１４１
０．０２１
電気機器仕様

注記
スラブ荷重は、Ｔ－２とする。
コンクリート強度：Ｆｃ＝２１Ｎ／ｍｍ2　とする。
開口部補強筋を設けること。

１００Ｖ－単相－２８Ｗ　1台

消毒槽
処理水槽

１．０ｍ3/日

型式

ダイキアクシス浄化槽　

分類

ＸＨ－５

合併処理

マンホールは、ＦＲＰ製とする。

ブロワ

横
向
流
夾

雑
物
除
去
槽

消毒槽

循環水移送装置

頂版開口図
臭突管
φ６５

平　面　図

60
90

0
60

Ａ－Ａ断面図

流入管底
放流管底

（本体寸法）1780 6060
100 1580 100

25
0

15
50

10
0

50
10

0
21

00

30
0

消毒槽

接触ろ床槽

処理水槽
横向流夾雑物

W.L.

薬剤筒

処理水移送装置

循環水移送装置

処理水槽

認定番号 ８－２２－Ｈ－００１

開口部補強筋の定着長さは、Ｌ＝４０ｄとする。

ＡＡ

マンホール
２－φ６００

Ａ Ａ

1900

浄化槽参考図 N/S

電機シャッター式

立水栓 6160-900(カクダイ) LF-7RG-13(キー式横水栓)

屋
外

2

屋
外

2

屋
外

2 6

R6.10.18日　付図面名称

市営住宅枝山住宅長寿命化型改善工事 浦　谷　建　築　計　画　事　務　所
縮尺機械設備器具表

M- 02

番号

雨水桝リスト

主管口径名称 管底深さ形状 桝口径 蓋種別

1 雨水桝 -31090Y 100A 150A

排水桝リスト

基準地盤高は参考とする。
注記
＊

2 雨水桝 -290ST 100A 150A

3

2

1

番号 主管口径名称

-240

-220

管底深さ

汚・雑排水桝

形状 桝口径 蓋種別

汚・雑排水桝

-230汚・雑排水桝 90Y

100A 150A

90L 75A 150A

100A 150A

塩ビ蓋

塩ビ蓋

塩ビ蓋

90L

VP管の桝接続については偏心継手を使用すること。＊

塩ビ蓋

塩ビ蓋
第２室
第３室

汚泥移送

BOD 200mg/L
COD 100mg/L
SS  160mg/L
T-N 45mg/L
T-N 45mg/L
BOD 20mg/L 除去率90%
COD 30mg/L
SS  20mg/L
T-N 20mg/L

100φ

除去槽

横向流夾雑物
除去槽

2号室　593
3号室　645
4号室　685

FL～GL

2号室 2393
3号室 2445
4号室 2485

FL～

嵩上+230

501020

170

480

800

40
0

6
0 2
0
0

50

CF-39AT（普通便座）　CF-008-1(分岐金具)

TOTO 備　　考

浄化槽の設置については狭小地への設置である為、＊
施工について監督職員との協議を密にし、土質等
の状態を確認の上、側溝の撤去・復旧についても
検討すること。

CS232B

YH51R 一連紙巻器

SH233BA（タンク・手洗付）　TC291（普通便座）

TS134GLCY7S 　L型600×600

YT500S4

LDPB075BAGEN2A LTL4D13UF(止水栓)　LMPB075A1GDC1G(ミラーキャビネット)

PWP640N2W PJ2008NW(排水トラップ)　TW11R(洗濯機用水栓)

6160-900(カクダイ) T200CSNR13(キー式横水栓)

上部スラブ配筋については躯体際で差し筋アンカー(D10L450@200)へ結着すること。

配筋D10-200@

地耐力 33kN/m2以上

浦 谷 健 一 郎

第  318208  号

一 級 建 築 士

TEL (0599)45-4326〒517-0503 三重県志摩市阿児町立神 1790

令和 年度
図面№

7



機械設備撤去器具表

900 1,8002,880 990 1,190

階段

ホール

玄関

ポーチ

便所

浴室

キッチン

物入

１階居室

Ｎ

2
,
8
8
0

1,
9
8
0

2階

1階

*給湯ヘッダー1次側の管種についてはHTVP20とする。
*　　架橋ポリエチレン管→塩ビ管変換接手を示す。
*特記無きダクトはスパイラルダクトとする。接続口径については機器表参照。

便槽800?
上部スラブ共

浴槽
バランス釜
(3号室のみ)

脱衣

COA50

洗濯パン
洗面器

撤去

撤去

撤去

和風大便器
手洗器

撤去(建築工事)

既設雨水管切断

側溝放流

側溝放流

50

50

75

5
0

40

50

40

13
15

M

市水本管より

RC-1撤去
300×300

切断キャップ止
屋内側配管撤去

下流側撤去

メーター以降撤去

臭突ファン撤去

1階

品目

浴槽

バランス釜
1洗面器

洗濯機パン

和風大便器(建築工事)

手洗器(建築工事)

*器具・付属品等、全撤去とする。

3

3

3

3

1

1

3

3

3

1

1

1

台所流し(建築工事) 1

換気扇撤去

換気扇25mm 1

臭突ファン 1

1

4号室

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

G

G

50

1
3

13

撤去図 改修図

*　配管・ダクトの基礎・壁貫通部分を示す。同一貫通孔へ複数配管を通し、貫通孔を省略する場合は監督職員と協議のこと。

R6.10.18日　付図面名称

市営住宅枝山住宅長寿命化型改善工事 浦　谷　建　築　計　画　事　務　所
縮尺機械設備撤去平面図

M- 03機械設備改修平面図

1/50

*給水ヘッダー1次側の管種についてはHIVP20とする。
*特記無き配管は被覆架橋ポリエチレン管13Aとする。

物入

ホール

玄関

浴室

便所

ポーチ台所

洗面

BGHI EF

1,8005,060900

1,1909902,880

2,880
1,980

１階居室

２階居室B２階居室A

バルコニー

GWH
1

5人槽

75

50 65

65 75

5
0

COA50

COA65

M

OA
1

V
4

V
1

V
5

V
3

既設雨水管接続

側溝放流

側溝放流

集合装置(貸与)

保温付回転式ヘッダー 4口給湯
保温付回転式ヘッダー 6口給水

端部ベンチレーター取付
臭突管:2階軒下まで立上(VP65)

VU100

端部ベンチレーター取付
通気管:1階軒下まで立上(VP40)

市水本管より

1

2 3

1

2

ガス設備

ガスメーター(貸与)
GC15
ガスボンベ隔壁I型

6
5

既設スリーブ100φ

既設クーラースリーブ

既設クーラースリーブ

V
2

V
2

OA
1

OA
1

既設スリーブ100φ

天井換気口改修
パイプフード×8

既設貫通孔拡幅

クーラースリーブ新設
75φ

*便所水栓については洗浄便座増設用の分岐金具を取り付け、プラグ止めとする。

*配管の撤去範囲については見え掛かり部とする。

(臭突100φ建築工事)

*クーラースリーブについては新設既設とも、内外をプレートにて閉塞すること。

2,880
1,980

40

*外壁・基礎等へ穿孔の際は鉄筋探査を行うこと。

BGHI EF

50

50

65

*UB下の配管については、採用したUB柱脚位置を確認、留意して計画すること。
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第  318208  号
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TEL (0599)45-4326〒517-0503 三重県志摩市阿児町立神 1790

令和 年度
図面№
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